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■独学
　構造家と松本設計ホールディングス社長の二つの
顔をもつ松本照夫さんは，1953年生まれ。昭和，
平成，令和と仕事人生をつくり上げて来た。小学生
のころから「大きくなったら建設会社をやりたい」
と思っていたという早熟。高校生のころから親戚の
工務店で修行していたという。職人志向だったが，
丸太足場から覗く（高所恐怖症）と設計者が偉そう
に見えた。紹介者がいて渡に船とばかりに設計事務
所に就職したが，そこは構造設計事務所だったから
わけのわからないままに構造設計者の道へ入った次
第。優秀な頭と努力を惜しまない松本青年は，電卓
と計算尺を片手に構造設計を独学で身につけたとい
う。周りを見ると皆大学に行っていると気がついて，
大学二部に進む。建築系ではなくて東京経済大学へ。
丁稚奉公をしながらも，起業志向はしっかり持ち続
けていたようです。
■独自の路線
　スキルが身についてくると，所長に交渉して先端
のパソコンを入れてもらい，猛烈に仕事をこなした。
松本さんに直接頼まれる仕事が増えてきて，満を持
して独立することにしたのだった。当時，東京近郊
の建売市場は凄まじい勢いで伸びていた。松本さん
が今も地盤としている多摩
地区も凄まじい勢いだった。
構造設計だけでなく計画段
階から設計依頼が入るよう
になる。「建売りのチラシ
広告で学んで，住宅を設計
していた」と笑う。利益は
すべて機械化に注ぎ込んで，
会社を発展させる要とした
のです。取引先の設計事務

所や建設会社，不動産会社からある程度の規模をも
つ施設などの設計も頼まれるようになる。RC造，S
造，大規模木造ではツーバイフォーの設計もあった。
工場製作ができて工期短縮になりコストダウンに有
効な工法なのだ。設計技術者の確保と依頼会社から
は技術指導も任されるようになった。その人材が社
員となり，会社を充実させてきたのでした。
■プロへのサポート！
　国立市に本社を置いている「松本設計ホールディ
ングス」は，住宅設計・非住宅設計・構造設計・住
宅性能表示や長期優良住宅申請と，建築設計全般に
仕事内容は幅広い。松本さんが会社の一番の売りは，
プロへのサポート業務であるという。大連に建築設
計のCAD会社と，福祉関係建築許認可を生業とする
クリックを経営しているのだ。
　現役の松本照夫さんは，福祉施設の建築には不可
欠の近隣住民への説明会にも顔を出す。「次世代に
任せよう」の精神で，スタッフを積極的に前面に出
すのだが「玉砕して帰ってくる」からだ。自社や大
手設計事務所やゼネコンの若手に身をもって対応を
伝える。プロをサポートする役目を担っていると自
らを位置付けている。そんな業界のプロを育てる中
でも「笑いが絶えない集団をつくりたい！」。それ
を実践する姿が，自社提供のラジオ番組でリスナー
に語りかけている松本照夫さんにありました。[エ
フエムたちかわ]で毎週日曜日に（21：30分～）自
らがパーソナリティをしているのだ。番組は「良い
家・良い音楽」。軽快な語り口で，建築についての
リスナーの疑問に答えたり，ゲストと建築に関する
話をやりとりしたりする。住宅を建てたい人や建築
に興味のある人にとっては，よき道標となっている

番組なのです。
　ビジネスを含めて社会貢
献が趣味のような松本さん
だが，一つ本当の趣味があ
るという。それは日本刀の
収集である。甲冑会での厳
しい顔と，微笑みの絶えな
い建築伝道師の顔を両立さ
せているのが，照ちゃんこ
と松本照夫さんです。

施　工　者　に　幸　あ　れ　第　137　回

構造家はパーソナリティ

松本照夫
朝倉幸子◉TH-1
illustration：Taco

筆者が建築設計で外構計画を考えるときに，いつ
も思い出すのが奈良の室生寺である。最初に訪れた
のは1992年夏の学生時代，次は2007年の春だった
と記憶するが，自身が設計した鈴鹿の住宅の社内研
修をした折に，筆者の事務所スタッフと，その他数
人の気の置けない仲間たちとともに，奈良県宇陀市
の山中へ車を走らせた。室生寺の詳しい歴史や詳細
は他の資料に譲ることとするが，細いくねくね道を
やっと辿り着いた室生寺は，急峻な山の麓を流れる
川の，その川向こうの限られた平地の部分を巧妙に
使って建物が配置された，丁寧なシークエンスの，
まさにそれはランドスケープであった。以来，室生
寺には計四度行っていて，四季折々に木々の賑わい
も変わり，その都度新しい気付きを与えてくれる場
所である。
室生寺は，自然という材料を使った修景論の，そ
の具現化の場所である。川という結界を意識的に用
いるために象徴的な橋でアプローチさせ，人を山裾
へ寄せさせたと思うと，生垣で視界を区切って人を
移動させて，「仁王門」の前ではしっかりとした正
面性を見せるという巧妙な計画。また，そこから左
に折れる大きな石段「鎧坂」は，角度も急で距離も
あるのだが，周囲が木々に囲まれていることもあっ
て，よくある大寺院の大階段を登らされているとい
うような来訪者を圧する設えは微塵もなく，いつの
間にか金堂へと辿り着いている。石段の道中から見
える金堂の屋根形状も美しい。そこから先は，今の
時代でいうとステップ・ガーデンだろうか，小さな
石段が小さな平場をつなぎ，本堂，五重塔，そして
奥の院へと，道を繋いでいく。五重塔から奥の院へ
の道は距離もあり，少々足元も危ない急な道，石段
であるが，室生寺を訪れたのであればぜひ歩いてほ
しい。一番上で待つのは周囲の山々を望める素晴ら

しい眺望と，その風景を構築させている「室生寺」
というランドスケープ計画の総合俯瞰図である。
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のマイクロアーキテクチャー

一方で，どうしてこのようなランドスケープ計画
を寺院の中に埋蔵させたのかということでは，筆者
は「女人高野」としての室生寺の位置付けが，この
ような丁寧な外構計画として計画された理由として
あったのではないかと考えている。ご存じのとおり
高野山は修行僧が集まった山岳信仰の寺院であり，
高野山から熊野へ続く修行僧の道「小

こ

辺
へ

路
ち

」，そし
て奈良吉野から紀伊熊野まで続く「大
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」な
ど，登山道としても残る山道はあるが，どの道も踏
破するのが今でもかなりきつい「修行の道」である。
その修行僧の見た風景を，女人高野である室生寺で
は，いわば「マイクロアーキテクチャー」として奈
良県宇陀の里に埋蔵させたもの，というのが筆者
の見立てである。辛く長い修行の道の，いわば縮
小版として現出させたのが室生寺「奥の院」へと補
足長く続くランドスケープという見方はいかがで
あろうか。
筆者は，小さいころから親に連れられて山に登ら
されていた。登らされていたというのは自身で主体
的ではなかったことからであるが，それでもその影
響で高校時代は山岳部に所属していた時期もあり，
2017年に大阪オフィスを設立してから，そのうち
踏破してみたいと思っていたコースが上記の大峯奥
駈道である。たぶん日本最古の「ロングトレイル」
であろう。残念ながら踏破の日は遠い。山に登りた
いという気持ちは今でもまったく衰えていないが，
今の筆者には全然時間がない。社内の「口だけ山岳
部」がつぶやくのは，「週末，山行こうよ」「いいで
すね」の寂しい会話だけである。
� （えんどう　かつひこ）
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